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Abstract

As accelerators got larger complex, it has become difficult to operate and 
understand whole accelerator. Thus it’s important to make effort to reduce 
information and to build easily configurable user-interface for operators. We tested 
a building tool for graphical-user-interface called Tk in our Kek Linac control 
system. Tk was very efficient to develop user-interface for accelerator operation. Its 
feature and performance are described.

Tkウ イ ジ ェ ッ ト を 利 用 し た オ ペ レ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス
1 、はじめに

近年、加速器は大型化に進みそれにともない制御点数も多くなってきた。そのため運転も複雑とな 
り、オペレータが加速器全体の状況を把握できるようにさまざまな努力が重ねられてきた。 そのなかで、 
多種多様の情報のうち重要なものを選択的にオペレータが表示できるようなオペレータインターフヱース 
が必要となっている。現在、KEK-Linacではオペレー夕インターフェースはBasic言語、C 言語等のさま 
ざまな言語で構築されている。 しかし、現在の環境では効率的なインターフヱースの構築が、困難となっ 
てきている。そ こ で Tk-Widget15と呼ばれる簡易なX -Windowのユーザインターフェース構築のための 
システムをテストしてみた。オペレータインターフェースを比較的容易に作成することができるので、 テ 
ストシステムなどには有効であると思われる。その概要と他の方法との比較について以下に報告する。

2 ,  Tk Widget

1 ) 、T k とは
Tkは、X-W indowのユーザイン夕一フェース構築のためのtoolkitで、他のX I I toolkitと同様な目

的を持っていてT e lと呼ばれるインタプリタ言語がベースとなっている。T k では、M otif2 ) (今後標準と 
なるであろうX-W indowのt o o lk it )とほぼ同様の機能をもつW idgetを備えている。W idgetとはユ ー ザ イ 
ン夕 ー フ ヱ ー ス を構築する際の基本的な部品であり、T e l言語で記述することで複雑な部品を作ることもで 
きる。そして1 つの部品を多くのプログラムで再利用することも可能で、 また既存のW idgetを組み合わせ 
て新しいW idgetを作ることもできる。T K のW idgetは動的にバインドや色等の特性を変イ匕させることが容 
易でユ ー ザ インターフヱースが構築しやすい。

2 ) 、 Tel

Tel (Tool command la n g u a g e )は、簡単な構造化プログラム言語でプログラミングの間違いが 
起こりにくく、 しかもインタプリタ言語であるので変更が容易であるのが特徴である。 （T e lは、変数、 
数式、 リスト、文字や i f 、f o r のような制御構造、等を提供している。）T e lはU n ixのSh e llコマンドに似 
ているが、 より文字列処理に向くように設計されている。T e lのL ibraryは、C ブログラムにリンクされて 
いてその中にある処理機構はT e lのコマンドをいぐつかの方法で実行する。それらは、標準入力またはフ 
アイルから一行ずつ読み取る方法、T k をX-W indow上でT k のButtonをやキーにバインドしてX のイベン 
トが起こったときにT e lコマンドが実行されるようにする方法、 また次で述べる’S e n i で送られて来たコ 
マンドの実行も行う方法などである。 これらの方法は平行動作が可能でリアルタイムなアブリケーションを 
簡単に構築できる。



3 ) 、 Send

T k の 大 き な 利 点 は 、 ブ ロ グ ラ ム 間 の 通 信 の 方 法 が 優 れ て い る こ と で あ る 。 現 在 、通常の 
X-W indowアプリケーシヨンでは、’selection'や ’cut buffer1のようにユー ザの 手が介在させなぐてはア 
プリケーシヨン間の情報が転送ができない。

そこでT k は、’S en d ’と呼ばれるT e lコマンドで非力な通信,の問題を解決している。’S en d ’を実行 
すると、T k は対象となるブログラムを探し出し、そのブログラムにコマンドをおくる。対象のプログラ 
ムは、 コマンドを実行すると送ったブログラムに実行の結果を返す。 （ただし、これは同じディスプレイ 
上のTk-basedのブログラム間で可能となる。） このように’Send 'は、remote-procedure-callのような 
もので、'selection •より一般的で強力な通信の方法である。 これはTelが、インタプリタ言語であるため 
にこの機構が比較的簡単かつ強力に実現されている。例えばTk-basedのMagnet Controllerを、ステ一 
タス表示と入力装置のプログラムを別々にを構築することができる。入力装置が、現在動作しているマグ 
ネットの電流値の設定を変えた時に変更内容をステータス表示に送り、ステータス表示は設定後の値を返 
すというこが可能となる。’S en d ’により、 強力な方法で同時にプログラムを動かすことができ、その上 
一つのブログラム内に全て機能を押し込む必要性がなくなった。’S e n d ，はT k プログラムの開発時のデバ 
ッガにも有用である。 このため、多くのtoolを開発することが可能でそのtoolは独立に開発と保守ができ 
て、 また違った組み合わせの使い方ができるようになる。

4 ) 、他のToo lk itとの比較
他のtoolkit (M o t i f )と比較すると、M otifでユーザインターフェースを構築する場合は、 M otif 

全体の理解が必要でブログラムもC言語で組まなぐてはならない。M otifにはユーザインターフェースの 
詳細記述のためにU IL という補助言語が提供されているが、 コンパイラ言語なのでコンパイルする手間が 
かかりすぐに実行はできない。T k でバインドする場合、簡単な手続きでできるがM otifは簡単ではない。 
M otifには'S e n d 1.にあたるコマンドを提供されていないので、 このために一つのプログラムに全ての機能 
を登録しなくてはならないのでプログラムが大きくなり維持が困難になる。U ILはT k よりいろいろな部 
品の細かい指定ができるが言語が複雑でi f やfo rのような制御構造をもってない。

Motif Tk

言語 C，U IL Tel

コ ンパイラ インタプリ夕
Bind 難しい 容易
Size 大きい 比較的小さい

T k とM otifの簡単な比較

Source Lines DS3100 bytes
Xt/Motif Tk Xl/Motif Tk

Intrinsics 24900 15100 216400 92800
Tel 9300 61100
Geometry Manager 2100 1000 17100 7400
Buttons 6300 1000 43700 8600
Scrollbar 3000 1200 24900 8000
Listbox 6400 1600 53100 10700

Total 42700 29200 355200 188600

T k とMotif /X tのコンパイル後のバイト数とソースコードの比較

Basic Tk

行数 1 1 0 行 4 0 行
Size 約 6 kbytes 1.5kbytes

電卓プログラムのSize比較

Operation T im e

Simple  Tel comm and  (set a 1) 4 1 ァS

Creat, display, 50 Button (first time) 3 5 9m S

Great, display, delete 50 Button 1 8 7 mS

Great, display, delete 50 Label 1 6 9m S

Creat, display, delete 50 Scale 1 8 9m

簡単なコマンドの実行速度とW idge tが 部 品 を 作 る 速 度 （DEC Station 5000/200 )



3 、 プログラム例
ここに記述してある例はマグネット電源をONするためのメニューをT k で作成したものと、その 

実行のW indow である。 このプログラムは2 つのW idgetを組み合わせたものである。 4 行目、 7 行目は 
スクロールバー、 リストのW idgetの構成で1 1 行目はリスト表示の指定で1 2 行目はキーバインデイン 
グの指定である。 1 4 行目はリストの中をダブルクリックしたときに、 どのマグネットの電源をONする 
かを指定している。

#! / u s r / l o c a l/ b m / w i s h  - f

s e t  t f o n t  " —t i i n e s —b o l c i _ r —★ — ★—34— * — — ★ — ★ — *- "

wm t i t l e  • "Bend magnet  •’

s c r o l l b a r  . s c r o l l  -command " . l i s t  yv iew "  -bg  White  \

- a c t i v e f o r e g r o u n d  P i n k l  - r e l i e f  r a i s e d  -bd  4 - f g  White  \ 

- w id th  30

l i s t b o x  . l i s t  - y s c r o l l " . s c r o l l  s e t"  - r e l i e f  r a i s e d  -bd  4 \ 

-geom etry  10x10 - f o n t  $ t f o n t  -bg  White  \ 

- s e le c t b a c k g r o u n d  B la ck  

pack  append  . . s c r o l l { r i g h t  f i l l y } . l i s t  { l e f t  expand  f i l l }

. l i s t  i n s e r t  0 BO-Ml BQ0-1 B6-M B6-S1 B6-S2 BP-44D BP-44F BP-T \ 

BP-BT BPBTS1 BPBTS2

b i n d  . l i s t  <D oub le - l>  "magon" 

b i n d  . <C on t ro l- q>  {d e s t r o y  . }  

f o c u s  •

p ro c  magon { }  {

c a t c h  { mg s t s  [ l i n d e x  [ s e l e c t i o n  g e t ]  0] > / d e v / t t y }

4 、まとめ
T k は簡単にX-W indowのユーザインターフェースを構築することができ、 さらにT C P/ IPなど 

のネットワークを使うことでさまざまな拡張が可能になる。 T k はX-Win do w が使用できる計算機であれ 
ば利用が可能で無償提供されている。 KEK  - Linacでは、 ユーザイン タフェースはパーソナルコ ン ピュ 
一夕3〉を利用したBasic言語のアプリケーシヨンの蓄積が大きいので、さしあたってテストプログラムと 
して使用していくがプログラム開発環境としてはX-W indowが一般的になってきているので、将来才ぺ 
レータのための多量の情報の前処理を例えばエキスパートシステムなどで行いその結果を表示するツール 
として有効だと思われる。
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